
 

 

―仕事内容をお聞かせください。 
内外装リフォーム業です。店舗や一般の住宅も

行います。会社は１１年目となり、自分と家内の
他に中学時代の同級生が社員として一緒にやって
くれています。地元は埼玉県志木で、その時の仲
間が建築関係のいろんな職人として独立していた
ので、自分が工務店をすると言った時に彼らやそ
の後輩たちとつながっていきました。人のつがな
りがすべてだったなと思っています。私自身は、
材木や木工とか、大工工事などが得意かな。内装
部分ですね。 
 
―この仕事を始めたきっかけは？ 
高校・大学時代に、内装や家具を手掛ける会社

の工場でアルバイトし、夏休みなどには家具や棚
を作ってトラックで現場に納めたりしたのが楽し
かった。大学卒業後は、ガソリンスタンドや自動
車修理工場持つ会社に就職し店長などもやりまし
たが、自分の営業力を試してみたくて保険の営業
に転職して 3年間勤めました。そんな中で家内と知
り合い、仏壇の洗浄とかお墓参り代行とか仏事的
なことに興味があって、その分野でやっていこう
と起業しましたがなかなか難しかった。そうこう
しているうちに建設業をやっていた方と知り合っ
て見様見真似でやり 
ながら工事業に入っていきました。 
その方のネットワークで無垢の家具を作ってい

る人と出会い、営業を請け負うことになりました。
がんばってたくさん注文取ってきたら、その人が
できないと言う。自分で木工所を作り中古機械を
買い揃えてやむを得ず作り始めたのです。できる
かできないのかを考えたことがなくて、やらなけ 

ればならなかったからやってきた感じです。椅子
とかテーブルとか、納品したら壊れたこともあっ
てお詫びしてまた新しく作ったり。どうやったら
壊れたのかなどお客さんからいろいろ学びました。
アルバイトの頃の親方に相談すると、こんな難し
いものできるわけないだろと言われて、自分で本
を買って勉強しながらやりました。 
 
―それが会社の土台になっていったのですね。今、振
り返って転機だと思ったことはありますか。 
会社を辞める人にお客ごと持って行かれたり東

日本大震災が起こり頂いた仕事がすべてキャンセ
ルになったりして窮地に陥ったことがあります。
たまたま福島で内装のクロスをやっておられる方
と知り合い、手伝いますと言って福島まで行った
んです。この出会いが自分を変えてくれました。
自分が仕事やれると思って行ったんだけど、その
親方さんから「あんた東京から何しに来たの？株
式会社の取締役とかエラそうな名刺渡しているけ
ど何ができるの？いてもしょうがないから帰れ」
と言われた。腹が立ったけれど、よくよく考えて
みて自分は何ができるんだろうと思いました。ど
こかに修行に行ったわけでもないし、何か積み上
げてきたものもな 
い。だからここで逃げたらもう人生終わりだなと。
それでその親方にお金は要らないから置いてくだ
さいと言って、教わるというよりは見せてもらい
ながら一年間くらい東京と福島を行ったり来たり
しました。「お前はもっと泥舐めて来い！」と厳
しく言われたこともあったけれど、そのうち一つ
の現場を任せてもらい仕上がりを見てもらった時
に「東京で相当いろんなことがんばってきたんだ 
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売り手と買い手は対等でいたい。 

その上で与えられた立場で責任を果たし、 

お客さんに喜んでいただきたい。 
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ろう。もう一人前でクロス張って全然大丈夫だ」
と。本当にうれしかった。今でもよく連絡を取り
ますが、手伝ってと言われたらこの人のために何
があってもどこでも行くと決めています。そこで
クロスというものに自分をひとつ見つけて、そこ
からいろいろと派生していって今に至ります。 
 
―同級生たちが社員にいらっしゃるのは心強いです
ね。 
そうなったのはここ２年くらいです。現在は３

人の社員全員が同級生です。自分が苦手なタイル、
左官、外壁塗装などの外側の分野を彼らのお陰で
強化できており、足場や基礎屋にも同級生やその
後輩たちで固めています。子供の頃から知ってい
る仲間であり、根本的な性格は変わらないから今
も信頼して絶対大丈夫と思える。安心してやって
いられます。それまでは若い社員もいました。リ
フォームだと工務店さんからの請け負いも確かに
ありがたいけれど、やはり収益面を考えると大家
さんから直接受注したい。でもそこまで社員のレ
ベルが至らず、外注の部分は若手に任せながら一
方では自分が動きながら同級生たちに手伝っても
らったりしていた。ただ、それが受け入れられず
社員が辞めていきました。でも零細企業ですから
柔軟にやっていかないとすぐ潰れてしまいます。 
あとは、自分の課題と思っている部分ですが、

安心して任せられない。何かあったらどうしよう
という不安が大きくなって結局自分でやってしま
う。そうすると社員はどうでもいい仕事だけ任さ
れているんだと思う。世代の違いもある 
し、人を育てるのは難しいですね。 
 自分の会社が施工店なのか請け負いでいくのか
という葛藤がありますが、やっぱりどちらもした
いんですよね。施工をきちんと自社で出来た上で
いろんな皆さんとつながっていたい。みんなで同
じ方向を見て、それぞれ得意分野を持ちながら協
力してお客さんに良いものを提供できるのが理想
であり、そう思ってやっています。 
 ０を１にするのが得意な人と、１を１００にす
るのができる人といますね。０を１にするのはと
ても難しいことで、それは周りの人たちの 
お陰だったりします。その１を上手く１００に 

持って行くことができる人がいたら尚いいです

ね。自分自身の会社における役割は、きっかけを

作って、こういう人間を担当で行かせますからと

任せていくことです。今やっと、同級生たちのお

陰で少しは任せられるようになってきました。 

 
 
 
 
 

―仕事をしていく中で、うれしいことは何ですか？ 
やっぱりお客さんに喜んでもらうことにつきま

すかね。リフォームしたいと言っていても明確に
どうしたいと答えられるお客さんはなかなかいま
せんし、雑談の中などでこちらも少しずつわかっ
てきます。例えば、対面キッチンにしたいけどき
っと無理だろうなとお客さんが呟いたのを家内が
聞いていて、その案を持って行ったことがありま
す。そして実際に対面キッチンができてリビング
も広げられた。その後、家族の会話が増えてうれ
しかったと言ってもらえました。やっぱりお客さ
んが喜んでくれることに勝るものはないですよね。
そしてお客さんがまた新しいお客さんを紹介して
くれることもすごくうれしい瞬間ですね。 

―これだけは譲れないものってありますか？ 
うーん、何だろう。お金払うからやれよと言われると、

丁寧に断るかな。自分たちのいろんな技術やサービス、
問屋さんから物を仕入れるのもお付き合いがあるからで
きることで、俺は客だよという方は基本的に嫌いなんで
すよね。お客さんだからというのはもちろんあるけれど、
売り手と買い手は対等でいたいなと。お客さんとだけで
はなく、働いてくれているみんなや協力会社さんとの関
係も同じで、常にフィフティでいたい。 
ものづくり屋さんともの売り屋さんは違ってい

て、ものづくりというのは簡単に換算できないも
のがあると思います。そこを共有できる人たちと
一緒に、お客さんに対しての責任をそれぞれの立
場で果たしながら、いろんなことをしていきたい
と思っています。 
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